
第1様式(1/3)

2020年度

時 期 1年D巡 単元 実習 教科名

3級自動車ガソリン・ガソリン

実習ノート(初回授業時配布）

総時限 24時限 高橋　潔 ●■

授業時間 38.4時間 森田　秀一 ●■

自動車整備士として電子制御装置作業の実務経験がある教員により電子制御エンジンの点検について指導する

①即戦力向上（コンサルトⅡを扱える）

②ＴＳ三級対策（電子制御装置：各部品の役割、回路図を見ながらの測定）

③国家試験対策（エンジン電子制御分野）

①エンジン電子制御装置のセンサ、アクチュエータの役割、作動を説明できる。

②コンサルトⅡを使用して、データモニタ、自己診断結果の画面を表示、読み取ることができる。

③エンジンの回路図を見ながら、センサ、アクチュエータの電気計測ができる。

④点火時期、アイドル回転などの基本的な点検、調整ができる。

①コンサルトを使用し、自己診断表示の読み取り、アイドル回転数、点火時期の調整

学科20%

①3級ガソリンエンジンの電子制御装置の項目を読んでおくこと。

②授業終了後、教員から指示された教科書、実習ノートの項目を読んでおくこと。

①電子制御の各部品の名称

②回路図を見ながら、各部品の計測

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

５．準備学習

６．指導目標

①エンジン電子制御装置の各部品の役割、作動を分かるようにする。

②コンサルトⅡを使用してデータモニタ、自己診断結果の画面を表示し読み取ることをできるようにする。

③コンサルトⅡを使用して作業サポートの画面を表示しアイドル回転と点火時期の調整をできるようにする。

④回路図を見ながら、各部品の計測ができるようにする。

実習の評価は、レポート提出後に試験を行い、６０点以上（工学科は７０ 点以上）を合格とする

試験内容

実技80%

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）

1．指導教員の実務経験

一級自動車工学科・自動車整備科

科 目 自動車整備作業
教科書等

持参品

発行日

教科担

当

2020年2月13日

電子制御装置Ⅰ

授業計画

一般科目と休講等予期せぬ事態に備えた余剰分を含め、合計時間は1969.6時間（50分ベース）を確保（法定合計時間１８５０時間（50分ベース））

該当 非該当

※

注1
※

注1

※

注2
※

注2

※注2 ●⇒実務経験がある教員 ■⇒日産資格保持者

※注1 総時限の１時限は、80分/1時限を表し、授業時間の１時間は、50分/1時間を表す



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 　電子制御エンジンの概要（目的、制御、種類など） 　SRベンチエンジン 5

2 　電子制御エンジンの基本点検法（記号、コネクタの見方など） 　排気ダクト 10

3 　ECUの電源、アース回路の点検 　エンジン・チェック・アダプタ 5

4 　エアフローメータの作動・信号確認 　P11（プリメーラ） 4

5 　吸気系まとめ、角度センサの説明 　コンサルトⅡ 4

6 クランク角センサ、カム角センサの作動・信号確認 　フェンダ・カバー 4セット

7 　スロットルセンサの説明 　グリル・カバー 4セット

8 　スロットルセンサの作動・信号確認 　シートカバー 4セット

9 　水温センサの説明 　ハンドルカバー 4セット

10 　水温センサの作動・信号確認 　フロアマット 4セット

11 　フューエルポンプの説明、作動確認 　タイミング・ライト 4

12 　インジェクタの作動・信号確認 　デジタル･テスタ 4

13 　プレッシャレギュレータの説明、作動確認 　ウエス 適量

14 　点火信号（パワトラ駆動信号）の説明、作動確認

15 　O2センサの説明、信号確認

16 　ノックセンサの説明、信号確認

17 　コンサルトの説明

18 　コンサルトの操作練習

19 　コンサルトの操作練習

20 　実習試験（筆記試験）

21 　実技試験（コンサルト）

22 　実技試験（コンサルト）

23 　実技試験（部品計測）

24 　実技試験（部品計測）

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科・自動車整備科 2020年度 授業計画

1年D巡 実習 電子制御装置Ⅰ



時 期 D巡 単元 実習 教科名

 ７．安全（KYのため必ず授業内で説明）

番号 災害事例 チェック

1

2

3

８．授業レイアウト（写真の貼り付けも可）

ベンチエンジン、作業テーブル共　1台当たり４～５名（５グループ）で実習を行う。

2020年度 授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

コンサルトの配線の取り回しに注意する

エンジンを始動する際には、「始動します」

と合図をし、作業している者がいないか

確認してから始動する。

エンジンにはもたれかからない。

第1号様式(3/3)

実習場 座学教室

電子制御装置Ⅰ

作業名 遵守事項

　エンジン始動時

　点検中(ベンチ・エンジン）

　点検中(ベンチ・エンジン）


